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自然環境の保全 333 医療施設の充実 42．7 地域医療体制 L60
下水道の整備 29．4 下水道の整備 30．9 消防・救急体制 1．39
遊び場の整備 22．5 福祉サービス 28．4 防災対策 L34
医療施設の充実 22．0 高齢者にやさしいまちづくり 23．4 ごみ処理・リサイクル 132
防犯対策の強化 2L8 し尿・ごみなど衛生環境充実 16．0 河川整備や雨水排水対策 1．28
福祉施設の強化 16．8 公園・子どもの遊び場の整備 153 川や用水路の水質・環境 1．27
行政改革の推進 1L9 道路の整備 12．6 防犯や防犯活動 1．25
環境衛生の充実 11．3 公共交通の充実 12．5 まちの美化 1．23
スポーツ施設 10．4 商店街の活性化 9．7 高齢者が生活しやすい環境 1．22
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①住民主体 4．2 4．6 7．9
①住民主体＋②協働 39．0 40、．4 43．8






















































































計 ○佐屋川創郷公園（1996） ○日光川下流流域下水道事業 09）／○「かわの駅・まちの駅
画 ○日光川ウォーターパーク整備 （2004年度～。2010年度か 構想」（2009年～）
⑱
主 →○（恒常的に必要な事業）河 ら各家庭の接続を開始） ○源氏緑緑地整備（～おおむね
要
事
業
川改修，水路の維持管理，排水
@改修　→
○日光川ウォーターパーク
@（約10．9ha。一部供用開始）
　2007年）
寢I江川河川改修・蟹江川水辺ス
@ポット整備（～おおむね2010年）
○佐屋川護岸工事（～2013年度予定）
三門
ｮ民
ﾈに
ﾇよ
@る
○菖舟会（1986年創設・商工会
@若手）による花しょうぶ祭り
@（1990年～）
寢I江川をきれいにする会（住
@民有志。1990年～）＊
＊→○現在の蟹江川清掃（年2
i年3回）が定着，蟹江川堤防でのプランター設置
A研修会，川フォーラム2006
ﾌシンポジウムや活動
　　　　　　　　　　　　　回），婦人会の蟹江川パトロール
將n域再生計画に基づく住民主体の活動：水郷の里蟹江・河川浄
@化を考える（蟹江ライオンズクラブ等），かにえガイドボランティ
@　　　　　　　　　　　　　（まち創り企画人かにえ等）など
三三
ｻ民
（1990）
寳?ﾆ生活とのかかわりを感じ
@る36．5％
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（
1
9
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）
i
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河
川
へ
の
ゴ
ミ
投
棄
防
止
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参
謹
（2008）
寃Rミュニティ活動に参加してい
@る27．5％
（　立 ○河川へのゴミ投棄防止に参加
@する86．3％
i加する92．8％
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n
河
川
へ
の
生
活
雑
排
水
流
入
防
壽
○水郷にかかわるボランティア活
@動に参加している46。9％
○河川への生活雑排水流入防止 i　止に参加する90．7％ ○住民主体・協働のまちづくりの
に参加する70．6％ i 方向が必要39．0％
注：町の計画・主要事業，住民による活動は，蟹江町政策推進室の資料，同室へのヒアリングをもとに作成
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○蟹江町においては，1989年（平成元年）からまちの個性づくりの方向として，第2次総合計画
　において水郷の里再生を掲げて以来，第3次，第4次と30年間にわたる重点施策として位置
　付けてきている。（第4次総合計画策定の際には，住民意見をもとにして水郷の里再生を町の
　個性として継承する方向になった。）
○蟹江町では水郷の里再生を具体化するために，治水対策に加えて，水辺における公園整備や下
　水道整備などのハード面の整備を行う一方，各種団体や自主的団体による水郷の里再生にかか
　わる活動を誘導してきた。
○こうした町の取り組みとともに，成熟社会化のなかで住民の水郷の里再生への参加意識が高ま
　り，近年においては町の呼びかけに応じて水郷の里再生にかかわる活動が住民から提案されて
　きた。
○住民意識は，安全や安心，生活環境や自然環境を大切にする傾向が強くなっているとともに，
　中学生を含めてボランティアへの参加意欲も高まっている。
○今後の行政の進め方として，住民の意識は，「協働」の割合が約35％で「住民主体」を足すと
　約4割が「行政主体」ではなく住民の役割を大きくみている。
○蟹江町においては，水郷の里再生という的確な施策テーマのもとで行政展開を進めてきたが，
　今後成熟社会化が進むなかの住民意識の高まりとあいまって，協働によるさらなる水郷の里再
　生の推進の可能性が高まったと言える。
付　今後の展開についての試論
　都市近郊地域においての水辺再生や環境浄化の先進的手法は，既に1985年（昭和60年）前後の
事例では，
・行政職員や地域の優れたカリスマとも言われる人材が住民をリード（佐賀県の柳川堀：故広
　松伝氏）
　以下，東海地域の例であるが，
・グラウンドワーク方式による団体の力の結集（静岡県三島市の源兵衛規再生など）
・地元学の運動による専門家による地域住民の意識啓発（「地元学ネットワーク」による活動）
・流域圏の団体のネットワークを形成した取り組み（岐阜県の揖斐規流域）
などが比較的住民主体の取り組みの成功例として知られている。
　これらの事例のように，大都市近郊ではない地域において，行政主導や住民主導で水辺再生が
取り組まれてきた。そのほかでは大都市で国の補助などを投入して，都市開発型の水辺再生に取
り組まれた事例が目立つ。
　蟹江町では，水郷の里再生という理念を継承し続け，限られた拠点ではあるが親水空間の整備，
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意識啓発や環境美化運動などの住民活動の基盤に立ち，協働のまちづくりが萌芽してきた。
　このような経過から，論証は難しいが，東海地域の多くの市町村における計画策定を支援して
きた筆者の経＝験から，都市近郊地域の人口5万人程度までの小規模な市町村において地域資源活
用型で個性を情報発信するまちづくりを進めるためには，（人口定住面や地域経済などで比較的
恵まれているという条件付きで）
①理念の継承：地域資源を活用する理念を継承して，10年，20年の中長期スパンで粘り強く継続
　的な施策を実施するとともに住民活動を呼びかけていくことと，
②協働のステップへの移行：住民の地域に対する意識が高まりつつある現在のタイミングを捉え
　て，協働の取り組みを行政，住民の立場から出し合うこと
が，昨今のような住民の参加意識が高まりつつある成熟社会において有効ではないかと考えられ
る。
　ただし，協働のしくみを先行させることではなく（多くの自治体で条例を制定することや住民
活動支援のためのしくみをつくる動きがあるが，必ずしも有効ではないと考える），地域の実情
を配慮しながら，まずは住民主体の活動を育むことが重要である。そして，木原（2008）及び，
小川（2006）を参考にすると，住民の力を高めた上で，住民からの協働の活動についての提案を
求めたり，行政施策推進のために行政側から住民に協働を提案する試みや，条例制定，協働のガ
イドライン策定など，協働のしくみを導入していくことが望ましいと考えられる。さらには，地
縁組織の活性化・再生，住民グループと地縁組織との連携など，行政と市民社会セクター（NPO，
ボランティア組織など），コミュニティセクター（地縁組織），あるいは市場セクター（企業，経
済界）の最適な組み合わせを模索して，地域課題の解決や個性あるまちづくりを図ることが求め
られる。
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